




































































































































































































































































































































































































































































































































歴史の学習には，「ひと • もの • こと」との出合いが
難しい単元もある。しかし，できるならこの出合いを
大切にして， 単元展開をしていくべきだと感じt¼ そ
のためには，まず地域に目を向けて迎成教材の開発を
すべきだと考える。単元の中心に地域教材を位置づけ
なくても，単元のどこかで地域と関わらせることが大
切だと感じた。なぜなら，社会科は社会を学ぶ教科で
ある。子どもにとって遠く口感じていることを少しで
も近づけるべきである。また，社会でたくましく生き
る個に育つためには，できるだけ複合的な学びを経験
していくことが必要だと感じた。様々な場面において，
主体的に乗り越える力をもった個だと考える。
課題としては， 知識の構造図を作成して，知識を関
連付け，構造的に整理しておけばもっと子どもたちの
考えが共有化され，学びが深まるのではないかと考え
る。
地i痴教材の開発が大切なのは言うまでもない。しか
し，間接的な資料のみでしか学べない場合においても，
子どもがいきいきと学ぶためには，基礎的 ・基本的な
知諏能を身に付けていくことが重要であると感
じに 地或教材を活かしつつ，間接的な資料からも学
びを積み上げるためには，教師が目標をたて，内容と
方法をいかにして一体化させていくべきなのかもっと
明確にして授業実践をしていきたい。
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